
「中東情勢に係る企業影響調査」を実施します

○ 回答期間：５月 18 日（月）～６月５日（金）

○ 回答方法：インターネット（香川県電子申請・届出システム）

で回答

https://apply.e-tumo.jp/pref-kagawa-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13220

○ 対 象 者：原油価格の高騰や供給不安によって具体的な形で大きな影響があった（又

     はあることが見込まれている）事業者

※次のような場合は回答不要

香川県内の事業者や農畜水産業関係者の中東情勢による影響等の実情

を把握し、県、国、経営支援団体、金融機関等による今後の対応を検討

するため、Ｗｅｂで企業影響調査を実施します。

・影響はない

・不安や懸念はあるが、回答時点では具体的な影響はない

・影響はあるが、程度は小さい

・影響について分からない

令和８年５月 18 日（月）

経営支援課 商業・金融Ｇ

TEL：(087)832-3343

中田、岩本（内線 3454）



原油価格の高騰や供給不安による事業への影響の有無

Ｑ１ 回答時点で、原油価格の高騰や供給不安が具体的な形で貴社の事業に大きな影響

を与えていますか。

・既に、自社の事業に具体的に大きな影響が生じている。

・今後、自社の事業に具体的に大きな影響が生ずることが見込まれている。

事業への影響の具体的内容

Ｑ２ Ｑ１の具体的な影響の内容を回答してください。（複数選択可）

≪生産体制への影響≫

・原油由来の原材料の調達困難

・原油由来の原材料の高騰

・エネルギーコスト上昇

≪受注・価格・販売等への影響≫

・調達経路（サプライチェーン）の不安定化

・受注案件の減少

・価格維持の困難

・取引先からの値上げ要請

・その他（  ）

Ｑ２－２ Ｑ２の内容について詳しく記載してください。

事業への影響に対する対応策

Ｑ３ Ｑ２の事業への影響に対する貴社の対応策（予定含む）について回答してくださ

い。（複数選択可）

・自社内でのコスト削減（コスト吸収を含む）〔人件費〕

・自社内でのコスト削減（コスト吸収を含む）〔人件費以外〕

・燃料や各エネルギーの使用量削減

・顧客や販売先への価格転嫁

・原油由来の原材料の調達先の多様化

・原材料や燃料を代替品へ切り替え

・在庫の積み増しや在庫の見直し

・販売中止など生産計画の見直し

・その他（  ）

経営状況等への影響

Ｑ４ Ｑ１～Ｑ３の内容を通じて、回答時において貴社の経営状況や経営戦略等に大き

な影響が及んでいる（又は及ぶことが見込まれる）場合は、その内容を回答してくだ

さい。（複数選択可）

・資金繰り悪化

・コスト増加による売上減少もしくは収益悪化

・価格転嫁の困難

・雇用環境の悪化

・生産・輸出入計画の見直し

・設備投資計画の見直し

・複数事業を行っている場合に各事業の配分見直し

・その他（  ）

・大きな影響（又はその見込み）は無い

Ｑ４－２ Ｑ４の内容について詳しく記載してください。

関係機関や国等へのニーズ

Ｑ５ 貴社から、県、国、経営支援機関、金融機関等へのニーズがある場合は、回答し

てください（複数選択可、上位３項目まで）

・情報提供（原油関連動向に関する正確・迅速な情報等）

・専門家派遣による個別・具体的な相談

・エネルギーコスト増加分への補助

・輸送コスト増加分への補助

・エネルギーや原材料等の調達支援

・適切な価格転嫁の円滑化対策

・資金繰り支援

・雇用確保支援

・その他（  ）

・ニーズ等なし

自由意見欄

Ｑ６ Ｑ１～５の回答の補足、その他ご意見等がございましたら、ご記入ください。

企業等の基本情報

Ｑ７ 貴社の基本情報を回答してください。（アンケート回答を属性分析する際に使用

します）

①所在地（市町村まで） ②事業所名（屋号） ③業種（１つ）④電子メール

⑤電話番号 ⑥商工会等への所属状況 ⑦直近決算期の売上高（百万円）

⑧従業員数


